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  標記について、防衛医科大学校の情報保証に関する達（平成１９年防衛医科大学校達

９号。以下「達」という。）第２７条に基づき、下記のとおり定め、平成２６年７月１

日から施行することとしたので管下の職員に周知せられこの実施に遺漏無きよう期せ

られたい。 

 なお、防医総総第２０４１号（１９.１２.２８）は廃止する。 

 

記 

 

１ 目 的 

  この通達は、防衛医科大学校の電子計算機及び可搬記憶媒体等を適正かつ効率的に

取扱うために必要な事項を定めることを目的とする。 

２ 定 義 

  この通達において、使用する用語の意義は、防衛省の情報保証に関する訓令（平成

１９年防衛省訓令第１６０号。以下「訓令」という。）、防衛省の情報保証に関する

訓令の運用について（防運情第９２４８号。１９．９．２０。以下「運用通達」とい

う。）及び達に定めるところによる。 

３ 電子計算機の登録 

  部隊等情報保証責任者は、電子計算機について、別紙様式第１に示す「電子計算機



管理簿」で管理し、その管理簿の写しを情報システム情報保証責任者に提出するもの

とする。 

４ 電子計算機の盗難防止 

(１) 部隊等情報保証責任者は、可搬型の電子計算機（小型及び軽量型のものを含む。）

については、ワイヤーで机等に固定の上当該ワイヤーを施錠し別紙様式第２に示

す「電子計算機ワイヤー鍵一覧表」に記録の上管理するものとする。ただし、ワ

イヤーで机等に固定することが困難な場合には、電子計算機を使用しないときに

ロッカー等に保管の上これを施錠するものとする。 

(２) 前号において使用するワイヤー又はロッカー等の鍵は、部隊等情報保証責任者

又は部隊等情報保証責任者補助者が管理するものとする。 

(３) 前２号に規定するもののほか、部隊等情報保証責任者は、電子計算機を設置し 

ている事務室等に職員がいない場合には事務室等を施錠すること等により、電子 

計算機の盗難を防止するための措置を講じなければならない。 

５ 電子計算機の職場からの持ち出しについて 

(１) 職員は、電子計算機を職場から持ち出す場合には、持ち出しの都度、情報シス 

テム情報保証責任者の許可を得なければならない。 

(２) 情報システム情報保証責任者は、職員から電子計算機の職場からの持ち出しに 

ついて許可を求められた場合には、当該電子計算機を持ち出し先でインターネッ 

トに接続しないことを確認すること、当該電子計算機を持ち出し先でインターネ 

ットに接続する場合には、当該電子計算機の内蔵ハードディスクに持ち出し先で 

業務上必要となる電子計算機情報以外の電子計算機情報が保存されていないこと 

を確認すること等により、情報保証を確保するために必要な措置の実施を確認し 

ない限り、当該電子計算機の持ち出しを許可してはならない。 

(３) 情報システム情報保証責任者は、電子計算機の持ち出しを許可した場合には、

別紙様式第３「電子計算機持出し記録簿」に記録することにより、適切に管理し

なければならない。 

(４) 職員は、電子計算機の持ち出し先で盗難防止に努めなければならない。なお、

ＵＳＢトークンを持ち出した場合も同様とする。 

６ 職員の私有機器の使用等について 

(１)  部隊等情報保証責任者は、職員から私有機器で業務用データを取扱っていない

旨の誓約書を提出させ、保管するものとする。また、転入者があった場合はその

都度、誓約書を提出させるものとする。 

(２) 誓約書の様式は別紙様式第４のとおりとする。 

 (３) 防衛医科大学校学生（医学研究科学生を除く。以下、「学生」という。）の私

有パソコンは、情報保証責任者が別に示す学修場所において使用することができ

るものとする。 

(４) 学生は、学修場所に私有パソコンを持込む必要がある場合は、別紙様式第５に



より部隊等情報保証責任者の許可を得るものとする。 

(５) 部隊等情報保証責任者は、前号の許可を求められた場合には、当該私有パソコ

ンに業務用データが保存されていないことを確認するとともに、情報流出防止に

関する教育等により情報保証を確保するために必要な措置を確認しない限り、私

有パソコンの持込みを許可してはならない。 

付 則 

この通達は、令和３年４月１日から施行する。 

付 則 

この通達は、令和５年７月１日から施行する。 
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別紙様式第４ 

 

 

誓  約  書 

 

 私は、現在、私有パソコンや私有可搬記憶媒体

等により、業務用データを取り扱っていません。 

 また、防衛省職員としての職務を自覚し、その

役割を果たすとともに、情報保証に関する規則を

遵守し、情報流出防止のための措置をとることに

努め、決して業務用データの流出をおこさないこ

とを誓います。 

 

 

（西暦）   年  月  日 

 

所属 防衛医科大学校         

 

氏名                 

 

 



別紙様式第５ 

 

 

学生の私有パソコン持込み申請許可書 

 

 

 

部隊等情報保証責任者 殿 

 

申 請 者 

学科名  医学科・看護学科     

期 別              

氏 名               

 

以下のとおり、学修場所への私有パソコンの持込みを許可願いたく申請します。 

なお、持込みに際しては、防衛省の情報保証に関する訓令（平成１９年防衛省訓令第１６０号）及び

防衛医科大学校の情報保証に関する達（平成１９年防衛医科大学校達第９号）等の諸規定を遵守し、私

有パソコンでの業務用データの取扱いは一切いたしません。 

持ち込み期間 （西暦）  年  月  日～（西暦）  年  月  日 

持
込
み
対
象
私
有
パ
ソ
コ
ン 

メーカー  

機種名 

（型番） 

 

（               ） 

シリアル 

ナンバー 
 

使用ＯＳ  

業務用データ

保有確認 
有  ・  無 

上記私有パソコンの学修場所への持込みを許可する。 

 

（西暦）   年  月  日 

部隊等情報保証責任者 

 

                                      

  


